
 当院では、下記の臨床研究を実施しております。
 本研究の対象者に該当する可能性のある⽅で、情報を研究目的に利⽤、または、提供
されることを希望されない場合は、下記の問合せ先にお問合せください。

研究課題名
大腿膝窩動脈病変に対する各薬剤溶出性バルーンと薬剤溶出性ステ
ントの治療における臨床成績⽐較研究

該当者

この研究では、「大腿膝窩動脈病変を有する症候性閉塞性動脈硬化症患者
に対する薬剤溶出性バルーンを⽤いた末梢⾎管内治療に関する多施設前向
き研究」、「大腿膝窩動脈病変を有する閉塞性動脈硬化症患者に対するパ
クリタキセル薬剤溶出型末梢ステントを⽤いた⾎管内治療に関する多施
設・前向き研究」および「大腿膝窩動脈病変を有する症候性閉塞性動脈硬
化症患者に対する薬剤溶出性バルーン Ranger を⽤いた末梢⾎管内治療に
関する多施設前向き研究」に参加されている患者さんが対象となります。

実施予定期間 研究の実施期間は当院の⻑の許可⽇から 2029 年 12 ⽉ 31 ⽇まで

当院の研究責任者 大道寺飛雄馬

研究代表者

本研究の目的
本研究の目的は、上記の大規模研究のデータを⽤いて、大腿膝窩動
脈病変に対する薬剤溶出性バルーンと薬剤溶出性ステントの治療成
績を⽐較検討することです。

研究の⽅法

「研究の該当者」で⽰した 3臨床研究で収集した情報（データ）を
統合したうえで、薬剤溶出性バルーンと薬剤溶出性ステントの治療
成績について統計学的に⽐較検討します。また、治療成績とさまざ
まな臨床データなどとの関連を統計学的に分析します。

研究に⽤いる試
料・情報の種類

「大腿膝窩動脈病変を有する症候性閉塞性動脈硬化症患者に対する薬剤溶
出性バルーンを⽤いた末梢⾎管内治療に関する多施設前向き研究」、「大
腿膝窩動脈病変を有する閉塞性動脈硬化症患者に対するパクリタキセル薬
剤溶出型末梢ステントを⽤いた⾎管内治療に関する多施設・前向き研究」
および「大腿膝窩動脈病変を有する症候性閉塞性動脈硬化症患者に対する
薬剤溶出性バルーンRangerを⽤いた末梢⾎管内治療に関する多施設前向き
研究」で収集した情報を⽤います。それ以外の情報を使⽤する予定はあり
ません。また試料も取り扱いません。

お問合せ先 ⼭形県⽴中央病院循環器内科 大道寺飛雄馬 TEL023-685-2626

⼭形県⽴中央病院で診療を受けられた皆様へ

外部への試料・情
報の提供・公表

研究で取り扱われる情報は、各施設において個人が特定できないように
コードが付与され、匿名化されています。コードと患者さんを紐づける対
応表は各施設で厳重に管理し、外部に知られることはありません。

個人情報の取扱い
研究で取り扱われる情報は、各施設において個人が特定できないように
コードが付与され、匿名化されています。コードと患者さんを紐づける対
応表は各施設で厳重に管理し、外部に知られることはありません。

利益相反 利益相反はありません。

⼀般社団法人 平成紫川会 ⼩倉記念病院 循環器内科 曽我芳光
社会医療法人 警和会 大阪警察病院 循環器内科 飯⽥修


